れた。 重慶 にお 母さん を 一人 養って いる …… タッタ そ 

れ だけの 理由 かい。 本当の 事 を 云って みたまえ。 隠し 

たって 駄目 だよ。 この 次に 王 君に 会えば わか るんだ。 

やか ま 

ナァ 二、 どこへ も 聞こえ やしないよ。 機械の 音が 八 釜 

しいから …… ナ ニイ …… 何 だって …… 。 

ハ ハハ。 ナ アル 程。 そこで 王 君 は 大学 を やめて、 レ 

スト ランの ボ— ィ になれ つて 君に 勧めた ァ 9 …… アツ 

ハツ ハ こいつ ぁィ ョィョ 傑作 だ。 二階の 婦人 専門の サ 

ル ー ンに 出れば、 最低 千円の チップ は 請 合う と 云う の 

か。 いかにも 読めた わい。 王公 一目で 君の スタイルに 

参つ たんだね。 学生に しちや スマ ー ト 過ぎる からな。 



そこで 都合よ く 奥に 引っぱり 込ん だんだ。 やっぱり 王 

公 は 眼が 高え や。 ハハ ハハ。 今度 上海へ 来たら 是非 

モウ 一 度 寄って くれ つ て？ ナカ ナカ 執念深い な。 

…… ナニ …… 今の チップの 千円 問題 は 僕に 云つ ちゃい 

けない つて？ ハハハ 馬鹿にして やがら。 僕の 俸給と 

けたち が 

桁違い だ もんだ から ソン ナ事を 云 うんだ。 行き届いた 

男 だが、 しかし 中華 人 一 流の 要らざる 心配 だよ。 まさ 

か 僕が 雇われに 行け あしめ えし。 ハツ ハツ ハツ ハツ… 

サァ 来た。 …… ここが 機関室 だ。 この 垂直の 鉄 梯子 

を 降り るんだ。 油で ヌラ ヌラ している から 気 を ！3E け 給 



アツ ハハ。 茶粕が 付い てら あ。 仕方がない。 この 鉄椅 

子に 掛け 給え。 そのうちに 乾く だろう。 …… 見た まえ _ 

ボ イラ— 

ちょうど マン 中の 汽罐が 真正面に 見え る だろう。 忙し 

くなる とこの 部屋に 来て 仕事 を 睨 むんだ。 時化の 時な 

んぞは 一 週間 位 寝ない 事が あるんだ ぜ。 

ォ— ィ。 誰か 来い。 …… 聞こえな いか …… 君 は 

チ ヨット その 呼 鈴 を 押して くれた まえ。 …… 何 だ ボン 

州 か。 ゥン。 コック 部屋に 行って 珈琲と 菓子 を 貰って 

来い。 普通の じ や 駄目 だぞ。 船長が 上海で 買 込んだ 奴 

が あるんだ。 コック 部屋に 無け あ 船長室に 在る 害 だ。 

そいつ を搔っ 払って 来い。 なぐられる もんか。 



愚図愚図 吐かしたら 俺が 命令た と 云え。 船長に は 貸し 

が あるんだ。 …… 行って 来い …… 。 

…… どうだい。 機関室って もの は 這 入って みると 存 

外 荒つ ぼいだろう。 聞え るかい。 僕の 云う 事が。 きこ 

える …… ゥン …… ボン 州って な 綽名 だよ。 …… 仏蘭西 

語の 挨拶 かと 思った 9 …… ァ ハハハ 大笑いだ。 あの 垂 

直の 鉄 梯子 を 降りたら、 ドンナ 人間で も 本名が 無くな 

るんだ。 地獄の 一 丁目 だからね。 みんな 戒名で 呼び 

合う のが 習慣に なって いるんだ。 銀行 泥棒 上りが 銀 州、 

強盗 前科が 腕 公、 女殺しが ェテ 公、 凡 クラが ボン 州… 

…モウ 暫くす ると 君 だ つ て 戒名 を附 けられる かも 知れ 



の は ミンナ 打ち込 むんだ。 この間なん ぞは 鉄砲 を 積ん 

ゥ. I スン うち 

で 呉淞に 這入リ かけたら、 その 間際で 船員の 中に、 ス 

まじ 

パイが 二人 混って いる 事 を 発見した から、 文句な しに 

プチ 込んで くれたよ。 ナァニ 途中で 波に 渫 われた と 云 

いや あ ソレッキ リ だからね。 

…… ャ …… ちょうど 茶が 来た。 一 杯 飲んで 行き給え _ 

序 に モウす こしす ると 面白い 事が 初 まるから 見て 行 

き 給え、 今に わかる よ。 トテモ 面白い。 簡単な バ クチ 

なんだ。 見れば 解る よ。 

ハハハ …… 心配し なくと もい い。 地獄の 珈琲 だって 

まやく 

麻酔薬 も 何も 入って やしないよ。 君 を 眠らして、 麻雀 



といった ような 問題まで、 同時に ピ— ンと来 るんだ か 

ら、 あの 指針 一本が ナカ ナカ 馬鹿に出来な いんだ。 ソ 

ゥ …… 第六感と でもい うかね。 

無論 そこまで 来る に は 僕 も 苦労した もんだ よ。 まあ 

聞き 給え …… 。 

…… ォ— ィ …… 這 入れえ …… 。 

…… ャッ 来た 来た。 魔法瓶に 入れて 来たな。 ボン 州 

の 癖に 気が 利いて いる じ やねえ か。 この ウイ スキ ー は 

誰の だ。 何 だ 船長の か。 ィ ョィョ 気が 利いて いる ぞ貴 

様 は …… 勿体なく も K、 o、 K、 じ やねえ か。 ス テキ 

ス テキ。 どうだい チヨ ッ ピリ、 ウイ スキ ー を 入れよう 



と 吐か しゃがった。 おまけに 附け 加えて、 

「室の 容積と いう もの は 見損ない 易い もので ね。 誰で 

も 初めて 船に 乗って、 石炭 を 積む となると、 この 見込 

みが 巧く 行かない ので、 下級 船員から 馬鹿にされる 事 

になる のです が …… ハハ ン …… 」 

あ,， - 

と腮を 撫でお つた。 …… ナァ 二。 親切で ソン ナ事を 

云う もんか。 ド ギマギ させよう という 策略に 違いない 

んだ。 …… へェ。 それじゃ 五十 噸 ぐらいで すか …… と 

か 何とか、 お付き合いに でも 云おう もんなら …… ハイ- 

待って ました。 九十 九 点 九分九厘で 落第 …… と 来 るん 

だろう。 土に 嚙 じり 付いても 試験 料 を パク リ 上げよう 



行きお つた。 そこで 僕 も 土俵際で 落第した もんだ と諦 

めて、 その 晚は 久し振りに 酒 を 呷って グ ッスリ 寝込ん 

でい るう ちに、 いつの 間に か 夜が 明けたら しい。 下宿 

の 婆さんが ュス プリ 起して 「モウ 九 時 だっせ。 お 手紙 

が 来と リ まっせ」 と 云 うんだ。 むろん 落第の 通知 だろ 

う。 見た つて ドウなる もんか。 勝手に しゃがれ と 思い 

思い、 何だか 気になる から 開けて みたら、 豈 計らん や 

きゅう だ い 

だ。 試験官の 直筆だった が 及第 も 及第。 とりあえず 

お 芽出度う 存 ずる。 まて は 目下、 当 港 (神 戸) に 停泊 

中の 病院船、 十字 丸、 三千 二百 噸の 機関長の 補充と し 

いこう いかが 

て 御 乗船 願いたい が、 御 意嚮 は 如何で しょうか。 月給、 



た。 七千噸 ばかりの 客船だった が、 コ イツが 航路 を 切 

ョ— n ッパ 

り 変えて、 一 かバチ かの 欧羅巴 行き を 思い立つ たもん 

だが、 今の ェ ムデン を 怖が つ て 行く ものがない という 

ので、 とりあえず 僕が 器械の 方 を 引受けて、 新 嘉坡ま 

で 来たの が 忘れ もしない、 大正 三年の 九月の 十五 日… 

…暑い 盛り だ。 あすこで ポ— ト サイドから マルセ— ル 

直航の 男 船客ば かり を 三百 五十 何人と 上等の 紅茶 を 積 

める だけ 積んだ 訳 だが、 コ イツが 無事に 地中海へ 這 入 

れば、 むろん 大 儲けさ。 欧羅巴 全体が 敵 も 味方 も 咽喉 

ごくじょう とびき 

を 鳴らして 待って いる 極上 飛切りの 紅茶 バ ッ カリと、 

金ず く を 通り越し たお 客 バッカリ 満載して いるんだ か 



らね。 紀 州の 蜜柑 船 どころ の 騒ぎ じ やない。 三 井の 遣 

る 事 は 凄い よ .：：• そこで 聯合 艦隊の 無電 を 受けながら、 

勇敢に 印度洋の マン 中 目が けて 乗り出して みると ドウ 

ダイ。 陸 影 を 離れてから 間 もない 三日 目の、 二十 三日 

の 朝早く、 無電 技手が 腰 を 抜かした まま 船橋から 転が 

り 落ちて 来た。 …… 昨夜の 真夜中に ェ ムデン が 突然、 

向う 岸の マドラス 沖に 現われて、 石油 タンクの 行列 を 

あわ 

砲撃した。 エド ヮ ー ド 砲台が 泡 を 喰って、 闇夜の 大砲 

をブッ 放した が、 その 時には 最早 エムデン は 居な かつ 

た。 三洋 丸 は そのまん まで 行けば、 そろそろ エムデン 

の逃路 にぶつ かる かも 知れない。 気を付けろ …… と 



して、 手加減 を チャント 呑 込んで いたんだ から 訳 はな 

い。 僕 は 機関室へ 帰る と 直ぐに、 汽罐の 安全弁の i; 条 

きれ ばし 

の 間へ、 鉄の 切つ 端 を 二三 本 コッソ リと突 込んで、 赤 

い 舌をぺ ロリと 出した もの だ。 

タッタ それだけで 一 万 磅 の 仕事に なった 訳 だが、 

何 を 隠そう コ イツ は 立派な 条令 違反なん だ。 発見 かつ 

た ら 最後、 機関長 の 免状 を 取上げら れる どころ じ やな 

い。 ドエ ライ 罰金 を 喰わせられた 上に、 懲役に プチ 込 

まれる 事になる ん だから、 ソレ 位の ねうち は ある だろ 

いわ いのち 

う。 況んゃ 何百 人の 生命と 釣り かえの 問題 だからね。 

ボ イラ— プレス 

しかも タッタ それだけの 手加減で、 汽罐の 圧力が グ 



ン ダンせり 上って、 圧力計の 針が ギリ ギリー パイのと 

ころまで 逆立ちして しまった。 同時に 推進機の 廻転が 

スピ— ド 

ブルン ブルン 高まる。 速力が 出た どころ の 騒ぎ じ やな 

い。 素人が 見たら 倍ぐ らい 早くな つたよう に 思える。 

両舷 を 洗う 浪の 音が ゴ ォォ ：：： ッ ：•：. ゴ ォォォ —— ォ 

ォッと 物凄く 高まった もんだ から、 デッキに 立って い 

た 連中 はスッ カリ 安心して しまったら しいね。 今まで 

ケビ ン 

の 心配 疲れ も 出て 来たんだろう。 一人一人に 船室へ 

帰って グ— グ— 寝て しまった 様子 だ。 そこで 機械と 睨 

めつ くら をして いた 僕 も、 この 調子なら 大丈夫と 思つ 

て、 椅子に 腰 を かけた まま ゥ トウ ト していた …… まで 



たもの だから、 ィ ョィョ もって 手が 着けられ なくなつ 

のんき 

た。 一 方に 船の 方 は 呑気な もんだ。 そんな 騒ぎ を 載せ 

たまん ま、 ェ ムデン の 居そう な 方向へ ブラ リブラ リと 

ぴろ ところ アンカ 

漂流し 始めた。 二三 百尋も ある 海で 碇 なんか 利き や 

しない からね。 通りかかりの 船なん か 一艘 だって 見 付 

かりつ こない。 SOS を 打って みても 聯合 艦隊が 相手 

にして くれない …… というの だから、 その 騒動た る や 

推して 知るべし だろう。 

…… ところが 又、 生憎な ことに、 その 円 棒の 入れ 換 

えが、 キッ カリー 週間 かかった もんだ。 つまり その 間 

じゅう、 全然、 機械の 運転 を 休止して、 行きな り 放題 



に 流れ 廻 わって いた 訳 だ。 

…… 何故 …… 何故った つて マァ 考えて みたまえ。 あ 

フ ェ —卜 インチ フ H —卜 

の 直径 一 ー呎何 吋、 全長 一 一 百 何十 呎 という、 大 一 番 

の 鋼鉄の 円 棒 だ。 重さなん か ドレ 位 あるか、 考えた つ 

て わかる もんじ やない。 実際、 傍へ 寄って みたまえ。 

これが 人間の 作った もの かと 思う と、 物が 云えな くな 

る位ス テキな もんだ ぜ。 そいつ を 索条 や 鎖 で ジヮジ 

ヮと 釣り上げる だけで も、 チ ヨット や ソット の 仕事 

じ やない。 おまけに あの 大揺れの 中 を、 二日が かりで 

荷物 を 積み 換えて、 ャット 少しば かりお 尻 を 持ち上げ 

さした 船の スク リュウの 穴の 中へ、 ソ ー ッと 押し込 も 



恐ろしく 恐ろしく 手間取つ たじ やない か。 ゥ ンゥン 

真鍮 張りの トランクの 中に 麻雀 八莒か …… 牌の 中味 は 

全部 刳 抜いて 綿ぐ るみの 宝石 か …… 古い 手 だな …… 。 

オット オット。 待ち 給え 李 君 …… 今頃 ピストル 何 か 

出した つて 間に合わな いよ。 君の 背後の 寝台の 下に 居 

る 奴が スィッチ を 切る と、 今 君が 腰 を かけて いる 鉄の 

しょ-つぎ 

床几に、 千 五 百 ボルトの 電流が 掛か るんだ。 そのため 

に 君のお 尻 を 濡らして おいたん だが、 気が付か なかつ 

たかい。 ハハハ …… 

さ つ き くど 

先刻から 冗く 説明して いる じ やない か。 あの 垂直の 

鉄 梯子 を 降りたら 運の 尽き だと …… ハ ハハ。 解った か 



れか。 ハ ハハハ …… それ は 時と 場合に 依って は 助けて 

やらない 事 もない が、 それじゃ 王 君に 済まない 事に な 

るんだ。 王 君からの 電話に 依る と 君 は 目下 北 平で ョボ 

ョボ している 白 系 露 人の 頭領、 ホル ワット 将軍の 秘書 

役だった が、 日本の 田 中 内閣が 潰れてから、 同 将軍 を 

支持す る 国が 無くなつ たので 見切り を 付けて、 共産軍 

の 方へ 寝返り を 打った サイ • メイ • ロン 君に 相違ない 

というんだ。 それから 君 は ツイ この頃に なって G • 

P • U の 遊離 細胞と なって、 上海に 流れ込んで 来る と 

間もなく、 最近 上海で 国際 スパイ 兼、 排日 団体の 首領 

として 売り出し ている、 青 紅 嬢の 一 乾 児と なった もの 



で、 R の 四 号と いうの はャッ パリ 君の 事ら しいと いう 

王 君の 報告 だが ね。 

…… ところで その R の 四 号 君が、 ドレ 位の 腕前 を 

すじみち 

持って いるかと いう こと は、 今 云う 通り 経歴が ャ ヤコ 

シィ から サッ パリ 判然って いないん だが、 とにかく 一 

フォ カス 

当リ 当って 焦点 を 合わせて くれ、 トランクの 中味 もま 

だ 突 止めて いないが、 近いうちに 日 支 関係が 緊張す る 

おうかく ごう 

の を 見越して、 上海の 巨商 黄 鶴 号から、 長 崎の 支店へ 

送るべく 青 紅 嬢に 委託され た 貴重品ら しいと いう 話 

だった がね。 ハ ハハ。 王 君 は ナカ ナカ 眼が 高い よ。 

…… ナニ …… 王 君の 正体 は 何 だって 聞く のか。 …… 



G • p . u の 指令 か。 フ ゥン。 暗号 だな。 ゥム。 とう 

とう 白状した ね。 日本の 参謀本部が 喜ぶ だろう。 青 紅 

嬢が 日本の 諜報 勤務 を 馬鹿にし 過ぎた から 君が コ ンナ 

眼に 合 うんだ よ。 

…… 何 だ。 まだ 着物 を 脱ぐ のかい。 まだ 何 か 縫い込 

ん であるの かい …… アツ …… 。 君 は 婦人です な …… 。 

さ つ き 

ィャッ …… これ あどう も …… 最前から 平気で 色眼鏡 

を 外したり、 僕と 一緒に 男便所へ 入ったり される から 

まさか あなた 

真逆と 思つ ており ましたが …… ハ ハ ァ …… 貴女が サ 

ィ • メイ. ロン 君の 青 紅 嬢で、 同時に R の 四 号 君。 ゥ 

ム ムム。 チット も 知らなかった。 ィャ もう 解りました 



解りました。 ズボン は 脱がな くと もい いです。 わかつ 

ております …… アツ …… 。 

…… ま …… 待った 待った。 待って 下さい。 こ こじゃ 

困ります。 危険です 危険です。 実際 危険なん です。 ま 

みっか 

…… ま …… まあ 着物 を 着て 下さい。 発見る と 都合が わ 

るい …… 早く 服装 を 直して 下さい。 そうそう。 それ か 

らの御 相談です。 そうそう …… ィャ。 R の 四 号 君が 

貴女 だと 解れば、 一 番喜 ぶの は 日本の 参謀本部 でしよ 

う。 G • P • U の 指令 系統が わからなくて 困って いる 

らし いんです からね。 貴女に 敬意 を 表さして 下さい。 

そうして 一 つ 僕と 握手して 下さい。 これで も 理解 は 早 



として 遊離 細胞の R 四 号 君です よ。 そのつ もりで 何で 

も 僕の 云うな リ にな つ て 下さらな いと …… そうそう… 

…それじゃ いいです ね。 

とりあえず 甲板の 部屋へ 帰りましょう ね。 あそこで 

ユック リ御 相談し ましょう。 ナァ 二。 この 船の 中で は 

船長 以下が 僕の 命令 通りに 動きます から、 心配 は 要り 

ません。 問題 は大 連に 着いて からです。 大 連から 清津 

うらじお みち 

へ 抜けて、 あすこから 浦 塩へ 抜ける 途 があります から 

…… 露西亜 語なら お 手の ものでしょう …… ハラ ショ… 

…済みません がその ベル を モウ 一度 押して 下さい。 い 

くつで もよ ろしい。 デッキの 部屋へ 二人分の 寝床 を 支 



度 させましょう。 へへ へ …… オイ。 ボン 州、 銀 州、 ェ 

テ公。 チ ヨット 来い。 用が ある …… ゥン。 扉 を 閉めて 

こっちへ 這 入れ …… 。 こいつ を 押さえろ ッ …… その 万 

年 筆 を 取上げろ ッ …… 毒 瓦斯ら しいから …… 。 

ァ ハハ。 どうです。 身動きが 出来ないでしょう。 僕 

の 部下 は 素早いで しょう。 ハ ハハ。 お断りし てお きま 

すが、 今まで 云った 事 は みんな 嘘です。 この 船 は 国際 

的 ルンペン 船で もな け あ、 日本の 諜報 船で も 何でもな 

い。 貴女 はま だ 御存じないで しょうが、 日本と 支那の 

間 を、 荷物 船に 化て 往復して いる G . P • U の 海上 本 

部 K • G • M 号です。 そうして 獎 はこの 船の 船長です 



よ。 わかりました か。 ハ ハハ。 …… 貴女が G • P • U 

を 裏切って、 日本に 隠れようと している こと を 看破し 

た 王 君が、 取りあえず 僕に 引渡し たんです が、 お 気の 

毒ながら …… ナニ …… 僕の 国籍？ 名前 …… へへ へ。 

今 は 日本語 を 使って いるから 日本人で すが、 浦 塩へ 這 

入れば 露西亜 人で 通りましょう。 こいつ 等 は 皆 日本語 

の わかる 朝鮮人で すが、 国籍 を 持って いる 奴なん か 一 

匹 もこの 船に 居な いんです よ。 …… まあ …… そんな 事 

う ま 

はどうで もよ ろしい。 …… ナニ …… 僕の 日本語が 巧妙 

過ぎる？ …… 大きなお世話 だ。 お前さんの 露西亜 語ぐ 

らいの もん さ。 東京の 寄席に は 漫談 を やって いる 露 西 



亜人が 居 るんだ ぜ。 …… 二 チェ ゥォ …… オット その 万 

年 筆 はソ— ッ とその 棚の 上に 置い とけ。 落ちたら 大変 

だぞ …… そいつが 恐ろしかった から 呼ん だんだ。 序 

に 着物 を 引つ 剝 いでく れい。 ナイフで 切り裂いても 構 

わない。 そうだ そうだ …… 。 

ハハハ …… どう だ、 驚いた か。 女だろう。 いい 肉 付 

き だ。 

ナァニ …… 可哀相 も 糞 も ある もんか。 スッ カリ 引つ 

剝 がして しまえ。 着物 はこの 寝台の 上に 並べろ。 靴 も 

…… ズロ ー スも …… 俺が 後で 検査して やる から。 まだ 

別に 日本 内地の G . P • U の 名簿と 暗号の 鍵 を 隠して 



ろ …… ナニ …… 。 

何 だ 何 だ …… モウ 一 つ 云う 事が ある。 云って みろ。 

ハハァ …… 貴方が た を 疑って 済まなかった。 G-P- 

U を 裏切った のじ やない。 裏切った 形に して 東京の X 

x x 大使館へ 重大な 密書 を 運 ぶんだ …… 成る 程 …… 密 

書の 内容 は 9 …… ゥム。 上海の 排日で …… 上海の 排 

日で …… それが どうした …… オイ …… シッ カリし ろ… 

…サ …… ブ ランデ— を 飲まして やる …… シッ カリし ろ- 

上海の 排日が どうした …… ゥム。 上海の 排日で、 世界 

大戦の 導火線 を 作る 見込みが 充分に 付いた …… XX X 

は 他の 国と 同盟せ ずに キャス チン グボ— トを 握つ てく 



い。 チット ばかり 細工 はして いるが、 あんまり 見識り 

甲斐が な さ 過ぎ る じ やない か。 眼 付き を 見た だけで も 

日本人と わかり そうな もんだ が …… ァハ ハハ。 姐さん 

にも 似合わない。 K • G • M が 海牛 丸の 洒落と 気付か 

なかった ばっかりに スッ カリ 底をハ タイち や つたね。 

フ フフ …… 。 

ああく た ぶれた。 焦点が 合わない ので 恐ろしく 手間 

を 喰わせ やが つた。 女 は ドウ モ 苦手 だ …… ハ ハン …… 。 

モウい いから 片付けち まえ。 ホラ ッ …… 喰い 付かれる 

なと タッタ 今 云った じ やない か。 見ろ …… 。 

…… オイ オイ。 扉 を 開け放して 行く 奴が あるか。 馬 



か ま 

鹿 野郎。 ハツ ハツ。 アト は 汽罐へ プチ 込 むんだ ぞ 

f ヅハ ッ ハ ヅハ ヅハ ッ ハ ッ 。 

ノ、 ノ、 ノ 、 ノ、 ノ、 ノ、 
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